
虹5〕

氏　　名（本　　籍）

学　位　の　種　類

学　位　記　番　号

学位授与隼月日

学位授与の要件

審　査　研　究　科

ささ　　　　ざわ　　　　　　　　　ゆたか

笹　　澤　　　　　豊（茨城県）

文　　学　　博　　士

博　甲第u8号

昭和57年3月25日

学位規則第5条第1項該当

哲学宙思想研究科　哲学専攻

学位論文題目　へ一ゲル哲学形成の過程と論理

主　査　　筑波大学教授

副査　筑波大学教授

副査　筑波大学教授

副　査　　筑波大学教授

副　査　　筑波大学助教授

文学博士　　中　　埜　　　　　肇

文学博士　　永　　井　　　　　博

　　　　　　高　　木　　勘　　弍

　　　　　柳　　沼　　重　　剛

　　　　　　水　　野　　建　　雄

論　　文　　の　　要　　旨

　（1）本論文は冒へ一ゲルの壮大な哲学体系の思想的な基盤とその核心をなす論理的な枠組みとがラ

既に青年期（テユービンゲンにおける学生時代に始まってベルンおよびフランクフルトを経てイエー

ナに至り、彼の最初の大著である『精神現象学』の刊行される前まで）の思索の中で徐々に形成さ

れたという判断にもとづき，その形成過程の内的必然性をヨ若いへ一ゲルの哲学的発想の展開との

関わりにおいて，難解な原資料（手稿および論文など）の分析的解釈によって考察し、上記の判断

の正当性を論証しようとする真撃着実で創意に富む労作であってヨ序論、第一章「青年期の思索展

開」，第二章「体系と原理」ヨ第三章「思弁的思考の形成と市民杜会」ヨ第四章「体系としての人

倫」、第五章「意識と人倫の問題」、第六章「『神の死』と和解」，第七章「無限者の形而上学」ラ第八．

章「歴史性の哲学と歴史的現実」から成る。

　（2）序論ではへ一ゲルの哲学的思考の発条ともいうべき「否定的なもの」の意義を、この哲学の

歴史的な位置づけと関連させて論じ，さらに後年に至って完成するへ一ゲル哲学の「体系」と青年

期における「体系以前」の思想とが密接に関連することを指摘しヨ論文全体の基本視点を明確にし

て壱以下の諸章への導入とする。

　（3）第一章では，へ一ゲルの『初期神学論集』および『ドイツ憲法論』と称される諸手稿にもと

づいて，神学的には「地上における神の国の現前化」ヨ哲学的には「理念と現実との統一」というへ一
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ゲル哲学を一貫するモチーフが青年期の思索の中でどのように展開し，またそれがどのようなアポ

リアに逢着せざるをえなかったかヨそしてそのアポリアの克服がその後の彼の哲学的思考の展開に

とってどのような意義を持つかを指摘する。

　（4）第二章ではヨ初めて「哲学者」たる自覚をもって自己の哲学体系の建設に着手したイエーナ

初期のへ一ゲルの著作（著書『フィヒテとシェリングとの哲学体系の差異』および論文「信仰と知」

など）を精細に分析することによって音当時の彼の哲学的思考を支える基本的なモチーフと彼が今

後において建設しようとする哲学体系との原理的な関連を考察する。

　（5）第三章では，フランフルト期に書かれた「愛」に関する断片とイエーナ期の手稿「人倫の体

系」および論文「自然法の学問的な扱い方」とを比較検討することによってラ「愛による法的権利関

係の止揚」というへ一ゲル固有のテーマがヨフランクフルト期における「愛」からイエーナ期にお

ける「思弁」へという原理の転換に対応してヨどのように展開するかを分析する。

　（6）第四章では，手稿「人倫の体系」と論文「自然法の学問的な扱い方」との解釈にもとづきヨ

ヘーゲルが「現実」を「思弁」によって「体系」の中に包摂する方法が「体系以前」にはどのよう

に展開するかという問題をラ当時の彼の民族国家の理念すなわち「有機的人倫」の考え方の中にさ

ぐろうと試みる。

　（7）第五章ではライエーナ初期の手稿「実質哲学亙」を中心にして，へ一ゲルの独創にかかるき

わめて重要な倫理学的基礎概念である「人倫」をヨ同じく彼の重要な哲学的視点である「意識」と

の関連において考察しラ哲学体系を志向する「思弁」と「現実」との媒介の問題がへ一ゲルの思索

の中で深化する過程を追求する。

　（8）第六章では、手稿「実質哲学II」および「人倫の体系」によってラ同じくへ一ゲルの哲学の

根本にかかわる重要な主題としてのその哲学とキリスト教との内面的関連をヨ「イエスの死」をめぐ

る青年へ一ゲルの思索の中に探り里宗教的「表象」が哲学的「概念」へと深化する過程を分析する。

　（9）第七章では、手稿「イエーナの論理学㊥形而上学画自然哲学」および論文「自然法の学問的

な扱い方」にもとづいてラヘーゲル哲学の核心にある「実体一主体」の理説を主として概念の次元

において考察するためにラ「無限者」という概念の母型として青年期の思索の中心にあった「生」と

いう概念の展開を追求する。

　（10）第八章では，「自然法に関する講義草稿」その他を手がか．りとしてヨ理念と現実との統一（「地

上における神の国の現前化」）という課題をもつへ一ゲル哲学は。一方では理論的な体系を目ざしな

がらもラその意図において本質的に実践的であるから。理論と実践との統一として「歴史哲学」で

あらざるをえないことを論証しラその点でヨ完成した彼の哲学体系と青年期の思想との内面的連関

を確かめる。
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審　　査　　の　　要　　旨

　（1）へ一ゲル哲学の本質をその完成した体系においてではなく雪むしろその形成過程ヨすなわち

『精神現象学』刊行以前の青年期における彼の思索の中に求めようとする試みが里今世紀初頭にディ

ルタイやノールらの研究と原資料の編集とによって本格的に開始されて以来、その重要性に対する

認識はますます高まりつつあるが，ことに当初はフランクフルト期までに限られていたその試みが雪

第二次大戦後はイエーナ期にまで拡大されヨかつ文献的な手法の精密化とあいまって、へ一ゲル青

年期の未刊の手稿や断片に関する徹底した整理と検討がへ一ゲル1アルヒーフを中心にして行われヨ

それによって前記ディルタイらの仕事も批判修正されるとともに害この文献学的研究にもとづいて

へ一ゲル哲学の形成過程に関する綴密な研究が雪現代へ一ゲル研究のひとつの焦点をなしているこ

とは周知の事実である。しかしこの研究の基礎となるへ一ゲルの手稿や断片は、彼自身が刊行を期

したものではないだけにラ未彫琢1未推敲であって晦澁をきわめたものであり菅これを正しく解釈

して彼の思想展開の過程を分析することは至難の業でありライエーナ期のものについてその困難が

とくに大きいことも広く認められている。したがって世界的に見てもヲイエーナ期までのへ一ゲル

の哲学形成に関する包括的で決定的な成果はまだ出ていないというのが現状である。

　（2）本論文の筆者は敢てこの難事業に挑み害へ一ゲルの哲学的思考の原構造と言うべきものが彼

の青年期の思索の中で一定の必然性をもって成熟し形成されてきた過程をヨヘーゲルの多くの手稿

および若干の刊行著作と論文を精読しヨこれらを自らの思考によって分析しつつ論証した。この原

構造にはラ最も簡単には曾「実在は素朴な自已同一から分裂外化を経て統合へと進み曾万有はその展

開の中に位置づけられる」と定式化されるが、青年期におけるへ一ゲルの思索動機が神学から始まっ

て政治1社会1経済など現実的諸学問を経て哲学的思弁へと移行するに応じて、上記の実在は「生

命」から「人倫」を経て「精神」へと発展し雪これと対応して原構造も「愛による運命との和解」、

「民族による市民社会の克服」、「思弁による現実の包摂」からヨさらに進んで「直観と思弁との統

合による反省の止揚」として哲学的に定式化されるにいたる。本論文はこの過程をへ一ゲルの青年

期の全体にわたって一貫したコンテクストのもとに論証したものであってヨこれは独創性のきわめ

て高いものとして評価される。

　（3）本論文には序論の展開において若干の不備がありラ概念の明噺化と消化において不充分な点

も残っておりラかつ参考文献（セカンダリー㊥ソース）の面で考慮すべき余地が見られるなど争多

少の難点があることは否みえない。しかしそのような欠点にもかかわらず曾初めに述べたように雪

ドイツ本国の研究者たちによってさえも「晦澁きわまりない」と称される原資料を解釈して、へ一

ゲル哲学の原構造を明らかにしようとした努力と強靱な思索は賞讃さるべきであり、また筆者が本

論文において達成した成果はヨ独創性の点で本邦へ一ゲル研究のうちでも高い水準に達しておワ、

これが公刊されるならば、本邦の学界に稗益するところは大きいであろう。なお筆者は既に学会機
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関誌に発表した論文および口頭報告によって新進のへ一ゲノレ研究者として注目を集めつつあり、将

来における大成が強く期待されている。

　よって雪著者は文学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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